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■
副
議
長
の
略
歴

■
議
会
選
出
監
査
委
員
の

　
略
歴

熊
谷
　
寿
人 

副
議
長

　
平
成
12
年
か
ら
現
在
ま
で
の
間

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
、
建
設
水
道
常
任
委
員
会
委

員
長
、
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長
な
ど
を
歴
任

水
呑
町
、
64
歳

５月臨時会

中
安
加
代
子 

委
員

　
平
成
16
年
か
ら
現
在
ま
で
の
間

文
教
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任

南
蔵
王
町
、
67
歳

　
平
成
16
年
か
ら
現
在
ま
で
の
間

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
、

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
副
委
員

長
な
ど
を
歴
任

引
野
町
、
66
歳

　

５
月
13
日
、
臨
時
会
を
開
き
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
後
任
の

選
挙
を
行
い
、
熊
谷
寿
人
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
同
意
や
、
常
任
委
員
会

と
特
別
委
員
会
の
委
員
の
一
部
交
代
、
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
及
び
和
解
の
専
決

処
分
の
報
告
が
あ
り
、
福
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
２
件
の
市
長
専
決
処
分
を
承
認
、
福
山
市
税
条
例
の
一
部
改

正
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。西

本
　
章 

委
員

熊谷寿人副議長

政治家がお中元やお歳暮を贈ることは禁止されています。

　令和元年 6 月定例会（６月17日～７月２日／
会期16日間）の概要は次のとおりです。
17日 　１件の専決処分の報告、平成30年度

一般会計継続費など 9 件の予算に関する報告
福山市土地開発公社などの事業経営状況の報
告の後、市長が市政の状況と11議案の提案理
由を説明
　議案のうち財産区特別会計補正予算案 1 件
については、質疑の後、委員会への付託（委

員会での審査）を省略して採決し、原案のと
おり可決
　請願 1 件を、紹介議員の説明の後、総務委
員会に付託
24日～27日 　議案や市政全般について20人

の議員が一般質問
27日質問終了後 市長が１件の追加議案の

提案理由を説明
　11議案を所管の常任委員会に付託
28日 　４常任委員会でそれぞれ議案等を審査
２日 　議案等を審査した 4 常任委員会の委

員長から審査結果の報告があり、それぞれ採
決し、11議案を原案どおり可決、継続分を含
む請願２件は不採択
　人権擁護委員の候補者を推薦するにつき意
見を求めることについて同意
　議員提出の意見書案２件と決議案１件を可決

６月定例会
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【
市
長
提
出
議
案
】

■
補
正
予
算

○　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ

り
被
災
し
た
駅
家
町
向
永
谷

地
区
所
在
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

法
面
整
地
工
事
な
ど
の
予
算

■
条
例

○　
東
村
小
学
校
と
今
津
小
学

校
、
服
部
小
学
校
と
駅
家
東

小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
再
編

し
、
来
年
４
月
に
今
津
町
に

遺い
ほ
う
が
お
か

芳
丘
小
学
校
を
、
駅
家
町

に
駅
家
北
小
学
校
を
設
置
す

る
た
め
学
校
の
名
称
、
位
置

を
定
め
る
な
ど
改
正
し
ま
す
。

（
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
改
正
）

○　
指
定
障
が
い
児
通
所
支
援

事
業
に
対
す
る
指
定
、
指
導

の
権
限
が
中
核
市
に
移
譲
さ

れ
た
た
め
、
指
定
通
所
支
援

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

ま
す
。（
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業

等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
制
定
）

■
そ
の
他

○　
ご
み
固
形
燃
料
工
場
プ
ラ

ン
ト
設
備
の
大
規
模
改
修
工

事
を
実
施
し
、
施
設
の
延
命

化
を
図
り
ま
す
。

こ
の
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

 （
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

ごみ固形燃料工場（右手前）

賛否は、本会議後に会派等に確認したものです。議案名の「福山市」等は一部省略して表記しています。

令和元年6月定例会　議案の審議結果一覧
○は賛成、×は反対

付託委員会 議　　　　　　案　　　　　　名 水曜会公明党市　民連　合
日　本
共産党誠友会

新　政
クラブ無所属 採決結果（13人）（7人）（4人）（4人）（4人）（3人）（3人）

総 務
国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

2019年度国民健康保険税の引き下げ等を求める要望（請願第1号） × × × ○ × × × 不採択

2019年度国民健康保険税の引き下げ等を求める要望（請願第2号） × × × ○ × × × 不採択

民生福祉

児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及
び運営に関する基準等を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

子ども・子育て支援法施行条例及び市立幼稚園保育料等徴
収条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

文教経済
市立学校設置条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

ごみ固形燃料工場プラント設備改修工事請負契約締結 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

建設水道

手数料条例の一部改正      ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

備後圏都市計画事業川南土地区画整理事業施行規程の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

漁港管理事務の事務委託に関する規約の変更の協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

港湾管理事務の事務委託に関する規約の変更の協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委 員 会 付 託 省 略

令和元年度財産区特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人権擁護委員の候補者を推薦するにつき意見を求めること ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同意
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元を
図るための2020年度政府予算に係る意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

地方財政の充実強化を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
天皇陛下御即位を祝す賀詞決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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　一般質問の録画放送をイン
ターネットで見ることができ
ます。（詳細は下段）

＊

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政

全
般
に
つ
い
て
、
20
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　（   

）
内
に
は
、
各
会
派
等
か
ら

の
質
問
申
し
出
時
間
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

会派名など 質問者数 質問時間
水　曜　会 5人 330分
公　明　党 5人 210分
市 民 連 合 2人 150分
日本共産党 2人 150分
誠　友　会 3人 150分
新政クラブ 1人  70分
無　所　属 2人 各30分

無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
は

五ご

あ

み
阿
彌
寬ひ

ろ
ゆ
き之

水
曜
会

（
60
分
）

さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
は
現
在
５
つ
の
事
業
者
と
協
定

を
結
び
、
広
範
囲
な
大
規
模
災
害
時
な

ど
に
は
エ
リ
ア
ご
と
に
役
割
を
分
担
し

被
害
状
況
の
把
握
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
今
後
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
映
像
送

信
が
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
捜
索

活
動
、
物
資
輸
送
な
ど
一
層
の
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

　
な
お
、
本
市
も
ド
ロ
ー
ン
１
機
を
保

有
し
て
お
り
、
現
在
は
工
事
の
進
捗
管

理
業
務
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。

答

ド
ロ
ー
ン
は
、
災
害
現
場
で
人

が
立
ち
入
れ
な
い
よ
う
な
危
険
な
場
所

の
状
況
確
認
や
捜
索
活
動
な
ど
に
活
用

問

大
規
模
災
害
時
の
情
報
収
集

や
広
域
的
な
被
災
状
況
の
把
握
に
向

け
て
、
有
効
な
手
段
と
な
る
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
て
は
。

髙た
か

田だ　
健け

ん

司じ

水
曜
会

（
60
分
）

持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
に
向
け
て

な
地
域
づ
く
り
が
地
域
住
民
に
よ
り
主

体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
一
方
、
課
題

と
し
て
、
役
員
の
多
忙
化
や
同
じ
地
域

で
の
類
似
組
織
の
混
在
、
現
役
世
代
の

参
画
が
難
し
い
こ
と
等
に
よ
る
担
い
手

不
足
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
や
自
治
会
等
の
地
域
運
営
組
織
の
再

構
築
や
活
動
の
ス
リ
ム
化
、
見
直
し
に

取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業
を
市
内
の
２
学

区
で
行
い
、
行
政
か
ら
地
域
へ
の
依
頼

事
項
の
見
直
し
や
地
域
と
行
政
の
役
割

分
担
の
整
理
を
す
る
中
で
、
地
域
づ
く

り
に
意
欲
の
持
て
る
社
会
の
実
現
に
向

け
取
り
組
む
。

答

有
識
者
会
議
の
取
り
ま
と
め
で

は
、
本
市
は
全
国
的
に
見
て
も
先
進
的

問

自
治
会
、
町
内
会
等
を
中
心

に
在
り
方
を
検
討
し
、
今
年
度
は
そ

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
に
向
け

た
具
体
的
な
課
題
認
識
等
は
。

連つ
れ
い
し石　
武た

け
の
り則

水
曜
会

（
70
分
）

外
国
人
人
材
の
受
け
入
れ
は

答

昨
年
10
月
末
現
在
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
福
山
管
内
の
外
国
人
労
働
者
は

５
４
０
２
人
で
、
製
造
業
へ
３
２
９
９

人
が
従
事
し
全
体
の
61
・
１
％
を
占
め

次
い
で
卸
・
小
売
業
が
10
・
１
％
、
建

問

我
が
国
の
外
国
人
労
働
者
数

が
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
本
市
の

現
状
と
受
け
入
れ
環
境
づ
く
り
は
。

設
業
が
９
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
外
国
人
市
民
に
関
す
る
課

題
等
を
把
握
し
施
策
に
反
映
す
る
た
め

多
文
化
共
生
の
た
め
の
地
域
連
携
懇
話

会
を
設
置
し
、
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
企
業
、
支
援
団
体
、
学
区
自
治
会
連

合
会
等
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
受
け
入
れ
環
境
づ
く
り
で
は
、
日
本

語
教
室
や
出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
支
援
団
体
等
と
連
携
し
生
活

面
の
支
援
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
外
国

人
が
日
本
で
円
滑
に
就
労
す
る
た
め
に

は
送
り
出
し
機
関
と
の
連
携
も
重
要
で

あ
り
、
今
後
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
く
。
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答

①
開
校
準
備
委
員
会
で
の
協
議

や
教
育
課
程
の
編
成
等
、
準
備
に
２
年

間
は
必
要
と
考
え
る
。
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ま
に
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
具

体
を
持
っ
て
説
明
す
る
た
め
、
再
編
後

の
教
育
内
容
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

②
洪
水
時
に
備
え
敷
地
の
か
さ
上
げ
も

含
め
検
討
す
る
。
ま
た
、
校
舎
の
設
計

に
当
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
っ
た
り
、
地
域
の
方
同

士
で
交
流
で
き
る
よ
う
な
機
能
も
検
討

し
て
い
く
。

常
金
中
学
校
と
新
市
中
央

中
学
校
の
再
編
は

問

①
開
校
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

②
常
金
中
学
校
跡
地
に
常
金
丸
小
学

校
を
移
転
改
築
す
る
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。
移
転
先
は
浸
水
想
定
区
域

に
含
ま
れ
る
が
、
防
災
対
策
は
。
ま

た
、
建
設
に
当
た
り
、
公
共
施
設
の

集
約
化
や
将
来
の
過
疎
化
、
高
齢
化

に
配
慮
し
た
施
設
建
設
の
考
え
は
。

石い
し
ぐ
ち口　

智さ
と

志し

水
曜
会

（
70
分
）

喜き

だ田　
紘こ

う
へ
い平

水
曜
会

（
70
分
）

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

の
条
例
改
正
に
向
け
取
り
組
む
。

②
災
害
時
の
情
報
伝
達
、
情
報
収
集
に

お
い
て
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り

導
入
拡
大
に
向
け
て
検
討
す
る
。

③
新
た
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
可

能
性
も
期
待
で
き
、
実
証
実
験
の
実
施

に
向
け
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
支

援
す
る
。

④
一
元
的
に
相
談
を
受
け
る
窓
口
が
な

い
こ
と
が
課
題
で
、
早
急
に
設
置
に
向

け
検
討
す
る
。
今
後
は
一
層
関
係
機
関

で
情
報
共
有
し
、
連
携
の
強
化
を
図
る
。

⑤
情
報
に
対
す
る
責
任
等
を
発
達
段
階

に
応
じ
て
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

答

①
課
題
を
整
理
し
、
今
年
度
中

問

①
歩
き
た
ば
こ
防
止
施
策
は
。

②
公
共
施
設
へ
の
フ
リ
ー
ｗ
ｉ－

Ｆ

ｉ
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

③
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
導
入
に
よ

る
交
通
機
能
強
化
の
考
え
は
。

④
引
き
こ
も
り
支
援
の
課
題
等
は
。

⑤
子
ど
も
へ
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
。

塚つ
か
も
と本　
裕ひ

ろ
そ
う三

公
明
党

（
40
分
）

公
共
施
設
等
サ
ー
ビ
ス
再
構
築

基
本
方
針
は

保
全
、長
寿
命
化
に
よ
り
、必
要
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
来
年
度
末
を
目
途
に
各
施

設
の
耐
用
年
数
や
老
朽
度
合
い
を
踏
ま

え
た
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

答

公
共
施
設
整
備
に
当
た
り
公
共

施
設
等
の
適
正
配
置
、
保
有
総
量
の
縮

小
、効
率
的
、効
果
的
な
活
用
と
計
画
的

問

公
共
施
設
等
を
通
し
て
提
供

す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た

り
適
切
に
提
供
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
取
り
組
み
は

観
光
振
興
の
取
り
組
み
は

答

き
ら
り
ル
ー
ム
の
ほ
か
、
特

※

認

校
の
設
置
、
適
応
指
導
教
室
の
拡
充
、

民
間
施
設
で
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

と
の
連
携
等
、
多
様
で
適
切
な
学
び
の

場
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
。

答

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
は
観
光
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
、
今
後
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
通
じ
、
魅
力
発
信
に
努
め
る
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
パ
ー
ク
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
と
し
て
開
設
し
、
今
後
も
市
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
維
持
管
理
を
進
め
る
。

問

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
取
り

組
み
の
今
後
の
方
向
性
は
。

問

南
部
地
域
の
観
光
資
源
整
備

の
背
景
と
魅
力
発
信
の
取
り
組
み
は
。

宮み
や

地ち　
徹て

つ

三ぞ
う

公
明
党

（
50
分
）

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
対
策
は

答

①
市
内
の
保
育
所
等
の
全
就
学

前
施
設
の
散
歩
ル
ー
ト
の
安
全
性
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
警
察
か
ら
専
門
的

な
指
導
を
受
け
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

②
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
、
市
内

問

①
大
津
市
で
の
交
通
事
故
を

受
け
た
本
市
の
取
り
組
み
は
。

②
地
域
を
守
る
社
会
的
抑
止
力
向
上
は
。

の
刑
法
犯
認
知
件
数
が
５
年
前
に
比
べ

30
％
減
少
し
た
。
ま
た
、
交
通
安
全
や

防
犯
に
関
す
る
モ
デ
ル
地
域
を
指
定
し

独
自
の
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
る
。

※特認校：通学区域に関係なく、当該市町村内のどこからでも就学を認める学校。本市では、不登校等児童生徒の実態に配
慮した教育課程を実施するもの。
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法ほ
う

木ぎ　
昭し

ょ
う
い
ち一

市
民
連
合

（
75
分
）

今
年
の
福
山
夏
ま
つ
り
の
考
え
方
は

答

福
山
夏
ま
つ
り
は
、
お
盆
と
重

な
る
た
め
期
間
の
短
縮
を
望
む
声
も
あ

り
、
今
年
度
は
２
日
間
で
開
催
す
る
。

　
初
日
の
８
月
14
日
は
、
い
ろ
は
丸
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
と
二
上
り
お
ど
り
大
会

問

今
年
度
か
ら
２
日
間
の
開
催

と
な
る
福
山
夏
ま
つ
り
は
、
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
取
り
組
む
の
か
。

を
、
15
日
は
あ
し
だ
川
花
火
大
会
を
開

催
す
る
。
い
ろ
は
丸
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

と
二
上
り
お
ど
り
大
会
は
、
福
山
城
天

守
閣
前
広
場
か
ら
新
た
に
駅
前
大
通
り

へ
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
や
演
舞
の
会
場
を

移
す
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
あ
し
だ
川
花
火
大
会
は
、
昨

年
度
「
全
国
の
行
っ
て
よ
か
っ
た
花
火

大
会
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
７
位
と
な
る
な

ど
、
知
名
度
も
向
上
し
て
お
り
、
西
日

本
有
数
の
花
火
大
会
と
な
る
よ
う
、
演

出
の
さ
ら

な
る
工
夫

等
に
取
り

組
む
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
策
は

答

学
区
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
が

運
行
形
態
の
見
直
し
要
件
に
該
当
し
た

た
め
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
導
入
に
向

け
運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
実
証

実
験
を
行
い
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が

有
効
な
移
動
手
段
に
な
り
得
る
と
考
え

今
後
、
実
用
化
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問

服
部
学
区
で
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
導
入
に
係
る
経
緯
は
。

生い
く

田た　
政ま

さ

代よ

公
明
党

（
40
分
）

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
対
策
は

応
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
一
元
的
に
相
談
を
受
け
る

窓
口
の
早
急
な
設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

答

お
お
む
ね
２
千
人
程
度
と
見
込

ま
れ
る
。
保
健
所
等
で
の
相
談
内
容
に

問

国
は
、
半
年
以
上
に
わ
た
り

家
族
以
外
と
ほ
と
ん
ど
交
流
せ
ず
自

宅
に
い
る
40
歳
か
ら
64
歳
の
引
き
こ

も
り
の
人
数
を
全
国
で
61
万
３
千
人

と
推
計
し
た
。
国
の
推
計
を
受
け
た

本
市
の
推
計
と
支
援
の
在
り
方
は
。

奥お
く　
　
陽よ

う

治じ

公
明
党

（
40
分
）

中
小
企
業
へ
の
支
援
策
は

答

事
業
継
承
や
事
業
継
続
、
生
産

性
向
上
等
、
中
小
企
業
者
が
抱
え
る
経

営
課
題
に
適
切
に
対
応
し
た
も
の
で
、

こ
れ
ら
の
周
知
を
図
り
、
よ
り
多
く
の

事
業
者
に
利
用
さ
れ
、
中
小
企
業
者
の

活
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

問

中
小
企
業
支
援
か
ら
見
た
今

年
度
の
税
制
改
正
の
受
け
止
め
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
は

答

認
知
症
高
齢
者
の
状
況
等
を
踏

ま
え
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
増

員
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
人
の
相
談
を
受
け
て
早
期
診
断

等
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
が
、
病
院
の
受
診
に

向
け
た
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

他
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
見
守
る
応

援
者
を
増
や
す
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症

高
齢
者
等
へ
の
支
援
は
。

宮み
や
も
と本　
宏ひ

ろ

樹き

公
明
党

（
40
分
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
は

す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
が

国
か
ら
示
さ
れ
た
。

　
本
市
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
や
電
子
申
請
手
続
き
の
拡
充
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

②
保
険
が
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保

険
に
変
わ
っ
て
も
医
療
機
関
や
薬
局
で

の
受
診
等
が
可
能
と
な
り
、
窓
口
支
払

い
が
一
定
額
ま
で
と
な
る
限
度
額
適
用

認
定
証
等
の
提
示
も
不
要
と
な
る
。
そ

の
他
に
も
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
医

療
費
情
報
等
を
見
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

答

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
消
費
活
性
化
策
や
、
医
療
機
関

で
健
康
保
険
証
と
し
て
の
運
用
を
開
始

問

①
普
及
に
は
利
活
用
の
推
進

が
必
要
だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
向
上
す
る
の
か
。



7

NO.72

答

児
童
相
談
所
の
設
置
に
は
、
一

時
保
護
所
等
の
施
設
整
備
や
運
営
費
に

要
す
る
経
費
な
ど
、
財
源
の
確
保
や
、

児
童
福
祉
司
等
の
専
門
的
な
人
材
の
確

保
の
課
題
が
あ
る
。

　
２
０
１
６
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に

よ
り
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
体
制
と
専

門
性
の
強
化
を
図
る
た
め
「
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設
置
が
促
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
ま
ず
は
「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

　
児
童
相
談
所
の
設
置
は
、
対
応
力
の

強
化
を
十
分
図
る
中
で
、
県
と
連
携
し

検
討
し
て
い
く
。

福
山
市
に
児
童
相
談
所
の

設
置
を

問

国
は
今
回
の
法
改
正
に
伴
い

中
核
市
で
の
児
童
相
談
所
設
置
の
促

進
を
挙
げ
て
い
る
。
県
東
部
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
児
童
虐

待
の
現
状
を
見
た
と
き
、
中
核
市
で

あ
る
福
山
市
と
し
て
児
童
相
談
所
の

設
置
が
望
ま
れ
る
が
、
考
え
は
。

池い
け
が
み上　
文ふ

み

夫お

市
民
連
合

（
75
分
）

障
が
い
者
施
策
の
充
実
を

問

①
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障

が
い
の
あ
る
方
が
円
滑
に
消
防
へ
通

報
で
き
る
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
導
入
を
求
め
る
。

②
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
の

補
助
制
度
創
設
を
国
に
要
望
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

河か
わ
む
ら村　
晃ひ

ろ

子こ

日
本
共
産
党

（
75
分
）

答

①
会
話
が
困
難
な
人
の
通
報
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
そ
の
効
率
的

な
運
用
に
つ
い
て
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

②
軽
度
、
中
等
度
の
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
つ
い
て
、
補
装
具
費
の
支
給
制

度
を
充
実
し
て
対
応
す
る
よ
う
、
全
国

市
長
会
に
お
い
て
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

③
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
か
ん
な
べ
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
て
お
り
、

リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
と
総
合
体
育
館
に
は

今
年
度
中
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

③
集
団
補
聴
装
置
の
公
共
施
設
で
の

整
備
状
況
と
、
拡
充
の
取
り
組
み
は
。

土つ
ち

屋や　
知と

も
の
り紀

日
本
共
産
党

（
75
分
）

エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
の
今
後
は

答

建
築
後
25
年
以
上
が
経
過
し
、

躯
体
や
設
備
の
老
朽
化
か
ら
施
設
の
在

り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
再
生
手

法
に
関
す
る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
福

山
駅
前
再
生
の
取
り
組
み
と
連
動
し
て

問

当
館
を
取
得
以
後
、
約
１
１

１
億
円
も
の
税
金
を
支
出
し
て
い
る
。

解
体
、
売
却
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

機
能
の
検
討
や
費
用
対
効
果
の
比
較
等

を
行
い
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
出
す
。

学
校
統
廃
合
計
画
は

答

引
き
続
き
、（
仮
称
）
千
年
小

中
一
貫
教
育
校
の
整
備
に
向
け
て
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
教
育

委
員
会
の
考
え
を
説
明
し
、
意
見
交
換

を
行
う
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

内
海
町
で
（
仮
称
）
千
年
小

中
一
貫
教
育
校
の
住
民
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
反
対
意
見
が
出
さ

れ
た
。
住
民
合
意
の
得
ら
れ
な
い
現

計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
。

平ひ
ら
ま
つ松　
正ま

さ

人と

誠
友
会

（
40
分
）

高
齢
者
福
祉
施
策
は

高
等
学
校
へ
の
出
張
授
業
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
備
後
圏
域
の
市
町
や
市

外
の
介
護
職
員
養
成
機
関
と
連
携
し
て

採
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
多
様

な
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
県
と
協
力
し
て
事
業
者
向
け
の
受
け

入
れ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に

外
国
人
雇
用
を
め
ざ
す
事
業
者
へ
の
各

種
支
援
策
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

③
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
認
知
症
の

初
期
対
応
の
大
切
さ
や
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
周
知
、
啓

発
を
行
う
ほ
か
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

設
と
運
営
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

答

①
就
職
面
談
会
や
介
護
職
未
経

験
者
職
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、  
小 

・ 

中・

問

①
介
護
人
材
の
確
保
策
は
。

②
改
正
出
入
国
管
理
法
に
関
わ
る
外

国
人
介
護
職
員
受
け
入
れ
へ
の
対
応

は
。

③
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
地
域

と
ど
う
連
携
す
る
の
か
。
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大お
お
つ
か塚　

忠た
だ

司し

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

こ
の
戦
略
に
基
づ
き
重
点
分
野
を
絞
り

込
み
、
さ
ら
に
実
証
実
験
を
重
ね
、
未

来
の
都
市
像
を
練
り
上
げ
る
。

②
自
動
車
の
走
行
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

マ
ッ
プ
化
で
は
、
車
載
器
の
収
集
デ
ー

タ
か
ら
運
転
操
作
を
分
析
し
危
険
運
転

箇
所
を
地
図
上
に
表
し
て
、
住
民
が
安

全
に
暮
ら
せ
る
環
境
形
成
に
役
立
て
る
。

　
ま
た
、
将
来
の
移
住
に
つ
な
が
る
交

流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
を
目
的
に

包
括
協
定
締
結
企
業
が
保
有
す
る
デ
ー

タ
か
ら
消
費
行
動
を
分
析
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
情
報
を
戦
略
的
に

発
信
し
、
本
市
の
施
策
効
果
を
よ
り
一

層
高
め
る
。

ス

※
　

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
へ
の

挑
戦
は

答

①
自
動
走
行
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
等
の
実
証
実
験
な
ど
の
取
り
組
み

を
踏
ま
え
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
都

市
づ
く
り
の
基
本
戦
略
を
策
定
す
る
。

問

①
構
想
へ
の
挑
戦
の
た
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

②
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
策
は
。

能の
う
そ
う宗　
正ま

さ
ひ
ろ洋

誠
友
会

（
60
分
）

市
街
化
調
整
区
域
の
活
性
化
策
は

答

本
市
で
は
、
平
成
23
年
９
月
に

市
内
全
域
の
下
限
面
積
を
10
ア
ー
ル
に

引
き
下
げ
た
。
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
に

よ
り
、
移
住
促
進
に
よ
る
空
き
家
の
解

消
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

問

移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
農

地
の
権
利
取
得
の
下
限
面
積
の
さ
ら

な
る
緩
和
を
ど
う
考
え
る
か
。

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に
も
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
は

答

１
～
３
年
生
、
４
～
６
年
生
ま

で
の
異
年
齢
の
グ
ル
ー
プ
編
成
と
し
、

通
学
区
域
は
市
内
全
域
で
、
市
外
、
県

外
か
ら
の
児
童
の
受
け
入
れ
も
考
え
て

い
る
。
豊
富
な
地
域
資
源
が
活
用
で
き

る
環
境
の
中
で
、
異
年
齢
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
対
話
や
協
働
学
習
に
取
り
組
む
。

問

再
編
後
の
常
石
小
学
校
を
活

用
し
て
設
置
す
る
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教

育
校
の
特
色
は
。

エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
を
子
供
の

た
め
の
施
設
に

徳と
く
や
ま山　

威た
け

雄お

誠
友
会

（
50
分
）

　
エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
で
も
、
ネ
ウ
ボ
ラ

相
談
窓
口
「
あ
の
ね
リ
ム
」
や
、
え
ほ

ん
の
国
等
か
ら
成
る
「
こ
ど
も
の
国
」

を
運
営
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
駅
前
に

子
ど
も
の
た
め
の
施
設
を
集
約
す
る
こ

と
も
一
案
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
福
山
駅
前
再
生
の
取
り
組
み
と
連
動

す
る
中
で
、
駅
前
に
あ
る
べ
き
機
能
も

含
め
た
議
論

を
重
ね
、
費

用
対
効
果
の

検
討
等
を
行

い
、
今
年
度

中
に
は
方
向

性
を
出
す
。

答

本
市
で
は
、
少
子
化
時
代
に

あ
っ
て
も
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に

注
力
し
て
き
た
。

問

エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
に
「
子
供

科
学
館
」「
水
族
館
」
等
の
教
育
施

設
を
開
設
し
、
子
供
の
た
め
の
施
設

に
特
化
し
て
は
ど
う
か
。

立
地
適
正
化
計
画
は

問

①
今
後
の
公
共
交
通
の
在
り

方
へ
の
心
配
が
大
き
い
中
、
計
画
の

推
進
に
当
た
り
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
と
の
連
動
は
。

②
居
住
誘
導
区
域
の
設
定
が
想
定
さ

れ
る
平
野
部
は
、
津
波
や
水
害
の
ハ

ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
該
当
す
る
こ
と
が

多
い
。
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
は
。

岡お
か
ざ
き崎　

正ま
さ
ず
み淳

無
所
属

（
30
分
）

答

①
人
口
推
計
デ
ー
タ
等
を
活
用

し
策
定
す
る
予
定
の
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
実
施
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、

持
続
可
能
な
コ

※

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

②
地
域
特
性
に
応
じ
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
の
防
災
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と

の
課
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

③
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
即
し
た
課

題
解
決
に
役
立
つ
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
議
論
に
生
か
す
。

③
地
域
別
カ
ル
テ
を
各
学
区
・
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

※スーパーシティ：人口知能（ＡＩ）やビッグデータを活用し、革新的な暮らしやすさを実現する最先端都市。
※コンパクト・プラス・ネットワーク：必要な都市機能と質の高いサービスを効率的に提供できるよう、必要なサービス機
能を一定地域に集約化し、居住地域と交通や情報通信などのネットワークでつなぐ国土づくりのこと。
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市議会だよりの音声版ＣＤ
点字版冊子のご案内

　目の不自由な方のために、市議会だよりの内
容をデイジー録音したＣＤ、点字に翻訳した冊
子を作成しています。
　ご希望の方は、議会事務局までご連絡くださ
い。☎ 084－928－1136

※デイジー録音したＣＤを聞くためには、専用
の再生機、または再生用ソフトの入ったパソコ
ンが必要です。一般に市販されているＣＤプレ
イヤーでは再生できません。

傍聴のご案内
　本会議や委員会は公開してい
ますので、どなたでも傍聴する
ことができます。
　傍聴を希望される方は、会議
の当日、本会議は議会棟 5 階
の傍聴受付で、委員会は議会棟
２階の議会事務局庶務課で受け
付けし、傍聴券の交付を受けて
ください。傍聴券は受け付け順
に交付します。
　「9 月定例会の開催予定」は
左の表のとおりです。

9月定例会の開催予定

○本会議・委員会とも午前 10 時から開会の予定です。
　（ただし、9月24日の本会議は午後１時からの予定。）
○★印の日は、本会議の生中継をインターネット配信します。
○詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。☎084－928－1136

日 月 火 水 木 金 土
9/1 2 3 4 5 6 7

★本会議
（市長提案説明など）

議会運営委員会

8 9 10 11 12 13 14

★本会議
（一般質問）

★本会議
（一般質問）

★本会議
（一般質問）

★本会議
（一般質問）

常任委員会

15 16 17 18 19 20 21

予算特別委員会 予算特別委員会

22 23 24 25 26 27 28

議会運営委員会
★本会議

（委員長報告・討論・採決など）

企業会計決算
特 別 委 員 会

企業会計決算
特 別 委 員 会

企業会計決算
特 別 委 員 会

29 30 10/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

一般・特別会計
決算特別委員会

一般・特別会計
決算特別委員会

一般・特別会計
決算特別委員会

一般・特別会計
決算特別委員会

一般・特別会計
決算特別委員会

本会議場の傍聴席

答

現
職
の
お
二
人
に
は
、
備
後
地

域
、
福
山
地
域
の
声
を
吸
い
上
げ
国
政

に
反
映
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
を
い

た
だ
い
て
き
た
。
そ
う
し
た
信
頼
と
実

績
を
踏
ま
え
、
支
持
、
支
援
す
る
と
い

う
、
政
治
家
個
人
と
し
て
の
立
場
を
表

明
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
長
は
森
本
参
議
院
議
員
選
挙
広

島
県
選
挙
区
立
候
補
予
定
者
の
支

援
理
由
を
明
確
に
す
べ
き
で
は

問

市
長
は
、
参
院
選
広
島
県
選

挙
区
で
、
自
民
党
の
溝
手
顕
正
氏
と

立
憲
民
主
党
と
国
民
民
主
党
の
推
薦

で
無
所
属
の
森
本
真
治
氏
の
現
職
２

人
の
支
援
を
表
明
し
信
頼
と
実
績
を

理
由
に
挙
げ
た
。
ま
た
、
現
職
２
人

に
つ
い
て
、
地
域
の
声
を
吸
い
上
げ

国
政
に
反
映
し
、
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
た
と
述
べ
た
が
具
体
的
に
何
か
。

　
市
民
は
、
市
長
と
し
て
の
森
本
氏

へ
の
支
援
表
明
が
乗
り
合
い
体
制
か

ら
き
て
い
る
の
で
は
と
嘆
き
、
不
信

感
を
増
大
さ
せ
て
い
る
が
。

石い
し
お
か岡　
久ひ

さ

彌や

無
所
属

（
30
分
）
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委員会の活動（4月～6月）
４月から６月末までの委員会の主な活動状況は、次のとおりです。

◆常任委員会

◆特別委員会
開催日 調　　　査　　　項　　　目

地 方 創 生 調 査 4/19 ● 人口減少対策

各委員会の詳しい内容は、議会ホームページの「会議録検索」からご覧いただけます。
なお、委員会記録の作成には日数を要しますので、ご了承ください。

開催日 調査・審査項目

文
　
教
　
経
　
済

6/ 7 ● 商業施設（エフピコＲｉＭ）官民連携推
　 進事業
● （仮称）鞆町町並み保存拠点施設の整備
● ６次産業化の推進
● 次期ごみ処理施設の整備
● 福山100ＮＥＮ教育４ｔｈ ｙｅａｒの取り組み
　 など

6/24 ● 子ども・子育て支援法施行条例及び市立
　 幼稚園保育料等徴収条例の一部改正

6/28 ● 付託された議案（２件）の審査

建 

設 

水 

道

6/ 7 ● 福山ＳＡスマートインターチェンジの利
　 用状況および整備効果
● 中央公園公募設置管理制度（パークＰＦ
　 Ｉ）導入に関わる実証実験
● 手城川流域における浸水対策施設整備事
　 業に係る委託協定締結
● 産学官共同研究　など

6/28 ● 付託された議案（６件）の審査
● 水道事業の広域連携の具体化に向けた検
　 討状況　など

開催日 調査・審査項目

総
　
　
務

6/ 7 ● ふくやまグローカル人材育成事業（官民
　 協働留学支援事業）
● 持続可能な地域コミュニティーの形成に
　 向けた取り組み
● 旅券センターの移転
● 市立大学2018年度学部卒業生の就職等
　 の状況　など

6/28 ● 付託された議案（１件）と請願（２件）
　 の審査
● 本庁舎等の敷地内禁煙

民 

生 

福 

祉

6/ 7 ● 生活保護
● 障がい者等の相談支援の実施状況
● 高齢者虐待相談の状況
● 第二期子ども・子育て支援事業計画の策定
● 感染症対策　など

6/24 ● 子ども・子育て支援法施行条例及び市立
　 幼稚園保育料等徴収条例の一部改正

6/28 ● 付託された議案（２件）の審査　
● 高齢者保健福祉計画2018に基づく施設
　 整備

委
員
長
の
交
代

　
５
月
13
日
付
で
次
の
委
員
会
の

委
員
長
が
代
わ
り
ま
し
た
。

　　
■
民
生
福
祉
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
大
塚
　
忠
司

　
■
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
今
岡
　
芳
徳

　
■
都
市
整
備
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
髙
田
　
健
司

　
■
地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
宮
地
　
徹
三

委
員
会
委
員
の
異
動

　
５
月
27
日
付
で
次
の
と
お
り
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
■
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
辞
任
　
中
安
加
代
子
委
員

　
　
　
選
任
　
塚
本
　
裕
三
委
員
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　政務活動費は、地方自治法と条例に基づき、市政の調査研究その他の
活動に充てるため、議会の会派に交付されているものです。
　2018年度（平成30年度）に各会派に交付された政務活動費の執行状況
は、次のとおりです。
　政務活動費について、本市では議会改革の一環として、使途の透明性
を高め、各会派の活動内容をより明らかにするため、収支報告書および
実績報告書に加えて支出書と領収書（1 円以上）、市外視察などの報告書
の添付を義務付けており、その収支報告書等を公開しています。
　これらの書類は、ホームページで見ることができます。
　また、市役所 3 階の市政情報室または議会事務局に申請していただければ、誰でもすぐに閲覧でき
有料でコピーもできます。 
　ご不明な点がありましたら、議会事務局庶務課（☎084 － 928 － 1123）までお問い合わせください。

政務活動費の収支報告書等を公開しています

2018年度（平成30年度） 政務活動費決算内訳
会 派 名

項　目

水 曜 会
4月～10月�14人
11月～3月�13人

公 明 党

（7人）

誠 友 会
4月～5月� 5人
6月～3月� 4人

市民連合

(4人)

日本共産党
市 議 団
(4人)

新政クラブ

（3人）

高 志 会

（1人）

福山維新の会

（1人）

五 薫 会

（6月～3月�1人）

政務活動費
交 付 額 ① 21,190,000 10,920,000 6,500,000 6,240,000 6,240,000 4,680,000 1,560,000 1,560,000 1,300,000

1 調査研究費 3,093,380 284,790 645,970 334,100 115,550 240,740 0 0 0
2 研　修　費 1,701,030 1,307,410 972,146 405,808 38,206 2,976,952 413,130 0 186,220
3 資料作成費 0 14,612 0 0 56,500 0 0 0 0
4 資料購入費 1,999,267 875,992 562,491 472,256 633,963 417,324 120,160 0 0
5 広   報   費 7,996,645 719,211 1,681,988 4,040,658 1,042,569 0 37,800 1,559,996 0
6 広   聴   費 0 0 0 0 32,087 0 0 0 0
7 要請・陳情活動費 0 0 0 0 60,420 0 0 0 0
8 会　議　費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 人　件　費 0 0 0 0 1,795,409 0 0 0 0
10 事 務 所 費 5,479,248 2,304,366 1,383,876 844,190 1,464,113 538,035 111,418 0 0
支 出 合 計 ② 20,269,570 5,506,381 5,246,471 6,097,012 5,238,817 4,173,051 682,508 1,559,996 186,220

返還額(①－②) 920,430 5,413,619 1,253,529 142,988 1,001,183 506,949 877,492 4 1,113,780

（単位：円）

1 調査研究費
会派が行う、市の事務、
地方行財政等に関する
調査研究及び調査委託
に要する経費

6 広聴費
会派が行う、市民からの市
政及び会派の活動に対する
要望及び意見の聴取、市民
相談等の活動に要する経費

2 研修費
会派が研修会を開催するため
に要する経費及び他の団体等
が開催する研修会に会派とし
て参加するために要する経費

7 要請・陳情活動費
会派が要請及び陳情
活動を行うために要
する経費

3 資料作成費
会派が行う活動
に必要な資料の
作成に要する経
費

8 会議費
会派が各種会議を開催するため
に要する経費及び他の団体等が
開催する各種会議に会派として
参加するために要する経費

4 資料購入費
会派が行う活動
に必要な図書、
資料等の購入に
要する経費

9 人件費
会派が行う活
動を補助する
職員を雇用す
る経費

5 広報費
会派が、その活動
及び市政について
市民に報告するた
めに要する経費

10 事務所費
会派が行う活動に
必要な事務所の設
置及び管理に要す
る経費

｜  支出項目の説明 ｜

収支報告書

（� ） （� ）
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月 日 曜日 時　間 会　　場 担当班（常任委員会）

8

18 日 10：30～12：00 ぬまくま市民交流センター　市民交流室 総　　務
19 月 19：00～20：30 西部市民センター　大会議室 民生福祉
20 火 19：00～20：30 神辺文化会館　小ホール 民生福祉
22 木 19：00～20：30 しんいち市民交流センター　コミュニティホール 建設水道
23 金 19：00～20：30 東部市民センター　大ホール 総　　務
25 日 10：30～12：00 福山市役所本庁舎　３階大会議室 建設水道
26 月 19：00～20：30 福山市役所本庁舎　３階大会議室 文教経済
27 火 19：00～20：30 人権交流センター　ホール 文教経済

　市議会では、次の日程で議会報告会を開催します。
　議員が議会の活動について報告するとともに、意見交換
では今後の市政に生かしていくため皆さまからのご意見を
お伺いします。
　どの会場でもご参加いただけます。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
　※手話通訳、要約筆記があります。

議会報告会を開催します

ふくやま市議会だより編集委員会

報告会の内容 　①市の取り組み　
　②常任委員会からの報告　
　③意見交換

開 催 日 程

班 の 構 成

担当班 名　　　　　　　　前

総　　務 ◎連石　武則　　○宮地　　毅　　 藤原　　平　　 今岡　芳徳　　 高木　武志
　宮地　徹三　　　法木　昭一　　 稲葉誠一郎　　 小林　茂裕

民生福祉 ◎大塚　忠司　　○喜田　紘平　　 奥　　陽治　　 平松　正人　　 石岡　久彌
　河村　晃子　　　西本　　章　　 中安加代子　　 髙田　健司　　 熊谷　寿人

文教経済 ◎生田　政代　　○石口　智志　　 八杉　光乗　　 門田　雅彦　　 榊原　則男
　土屋　知紀　　　池上　文夫　　 徳山　威雄　　 小川　眞和　　　

建設水道 ◎大田　祐介　　○宮本　宏樹　　 能宗　正洋　　 岡崎　正淳　　 五阿彌寬之
　塚本　裕三　　　瀬良　和彦　　 川﨑　卓志　　 村井　明美　

（◎班長　○副班長）

　
委 

員 

長　
熊
谷　
寿
人

　
副
委
員
長　
生
田　
政
代

　
委　
　
員　
村
井　
明
美

　
　
　
　
　
　
池
上　
文
夫

　
　
　
　
　
　
石
口　
智
志

　
　
　
　
　
　
平
松　
正
人

　
　
　
　
　
　
宮
地　
　
毅

※委員長・副委員長が
代わりました。

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
は
今
も
爪
痕
を

残
し
、
猛
暑
や
大
雨
が
心
配
さ
れ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
市
議
会
に
お

い
て
も
、
災
害
復
旧
や
防
災
対
策
の

議
論
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
だ
よ
り
は
、
こ
の
号
か
ら

新
し
い
委
員
長
、
副
委
員
長
の
も
と

で
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
編
集
委
員
一
同
、
分
か

り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面
に
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
も
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

（
村
井
明
美
）

委員会からの報告
 ・ 福山駅前再生
 ・ 学校再編　など


